
　 　 　

平成18年７月期　　　個別財務諸表の概要 　 　 　　 平成18年９月25日

　

上場会社名 総合商研株式会社 上場取引所 ＪＡＳＤＡＱ

コード番号 ７８５０ 本社所在都道府県 北海道

(URL　http://www.shouken.co.jp)
　
代　　表　　者 役職名　代表取締役会長 氏名　加藤　優

問合せ先責任者 役職名　取締役企画管理本部長 氏名　原田　正之

　 　 TEL　(011)780－5677　　

決算取締役会開催日 平成18年９月25日 配当支払開始予定日 平成18年10月27日

定時株主総会開催日 平成18年10月26日 単元株制度採用の有無 有(１単元 1,000株)

　

1. 18年７月期の業績（平成17年８月１日～平成18年７月31日）

(1) 経営成績 （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

　 売上高 営業利益 経常利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

18年７月期 8,876 （　6.6） 402 （　3.4） 295 （ 35.9）

17年７月期 8,327 （△3.5） 388 （　 ―） 217 （　 ―）

　

　 当期純利益
１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資本
経常利益率

売上高
経常利益率

　 百万円 ％ 円 銭 円 銭 ％ ％ ％

18年７月期 324 （336.6） 110 03 108 27 26.9 5.1 3.3

17年７月期 74 （ ―） 26 88 26 76 7.9 3.5 2.6
(注) ① 期中平均株式数 18年７月期 2,946,993株 17年７月期 2,762,628株

　 ② 会計処理の方法の変更 無　 　 　

　 ③ 売上高、営業利益、経常利益、当期純利益におけるパーセント表示は、対前期増減率であります。
　
(2) 財政状態

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

　 百万円 百万円 ％ 円 銭

18年７月期 5,634 1,363 24.2 462 59

17年７月期 5,835 1,051 18.0 356 67

(注) ① 期末発行済株式数 18年７月期 2,946,610株 17年７月期 2,947,560株

　 ② 期末自己株式数 18年７月期 1,500株 17年７月期 550株

　

2. 19年７月期の業績予想（平成18年８月１日～平成19年７月31日）

　 売上高 経常利益 当期純利益

　 百万円 百万円 百万円

中間期 5,400 430 310

通期 9,350 320 220

　(参考)　１株当たり予想当期純利益（通期）　74円66銭
　

3.　配当状況

・現金配当 １株当たり配当金(円) 配当金総額
(百万円)

配当性向
(％)

純資産
配当率(％)　 中間期末 期末 年間

17年７月期 ― 7.5 7.5 22 27.9 2.1

18年７月期 ― 15.0 15.0 44 13.6 3.7

19年７月期(予想) ― 15.0 15.0 　 　 　
　
※　上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実

際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。
なお、上記予想に関する事項は添付資料の9ページを参照して下さい。
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6. 個別財務諸表等

(1)　財務諸表

① 貸借対照表

　 　
前事業年度

(平成17年７月31日現在)

当事業年度

(平成18年７月31日現在)
比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

(資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　現金及び預金 　 　 542,747 　 　 651,378 　 　 108,630

　２　受取手形 ※４ 　 119,508 　 　 89,222 　 　 △30,285

　３　売掛金 　 　 1,152,764 　 　 1,054,105 　 　 △98,659

　４　商品 　 　 7,859 　 　 4,505 　 　 △3,353

　５　製品 　 　 ― 　 　 7,730 　 　 7,730

　６　原材料 　 　 158,828 　 　 151,610 　 　 △7,217

　７　仕掛品 　 　 3,262 　 　 3,791 　 　 528

　８　貯蔵品 　 　 19,027 　 　 21,543 　 　 2,516

　９　前払費用 　 　 55,335 　 　 31,622 　 　 △23,712

　10　短期貸付金 　 　 79,077 　 　 66,307 　 　 △12,769

　11　未収入金 　 　 15,273 　 　 19,319 　 　 4,046

　12　繰延税金資産 　 　 ― 　 　 32,183 　 　 32,183

　13　その他 　 　 53,568 　 　 11,668 　 　 △41,899

　14　貸倒引当金 　 　 △56,651 　 　 △ 21,275 　 　 35,375

　　流動資産合計 　 　 2,150,601 36.9 　 2,123,713 37.7 　 △26,887

Ⅱ　固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　有形固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 建物 ※１ 1,472,470 　 　 1,465,156 　 　 △7,313 　

　　　　減価償却累計額 　 583,557 888,912 　 633,444 831,712 　 49,887 △57,200

　　(2) 構築物 ※１ 17,908 　 　 17,908 　 　 0 　

　　　　減価償却累計額 　 12,604 5,304 　 13,602 4,306 　 997 △997

　　(3) 機械及び装置 　 2,050,436 　 　 2,062,769 　 　 12,332 　

　　　　減価償却累計額 　 1,672,858 377,578 　 1,732,649 330,119 　 59,791 △47,459

　　(4) 車両運搬具 　 79,153 　 　 79,672 　 　 519 　

　　　　減価償却累計額 　 65,987 13,166 　 66,166 13,505 　 179 339

　　(5) 工具器具及び備品 　 946,684 　 　 957,006 　 　 10,321 　

　　　　減価償却累計額 　 750,042 196,641 　 772,046 184,959 　 22,004 △11,682

　　(6) 土地 ※１ 　 1,031,346 　 　 970,176 　 　 △61,170

　　(7) 建設仮勘定 　 　 9,276 　 　 ― 　 　 △9,276

　　　有形固定資産合計 　 　 2,522,226 43.2 　 2,334,779 41.4 　 △187,447

　２　無形固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 商標権 　 　 522 　 　 786 　 　 264

　　(2) ソフトウェア 　 　 192,059 　 　 202,960 　 　 10,900

　　(3) ソフトウェア仮勘定 　 　 104,287 　 　 42,411 　 　 △61,876

　　(4) 電話加入権 　 　 13,499 　 　 13,499 　 　 0

　　(5) その他 　 　 1,222 　 　 1,042 　 　 △180

　　　無形固定資産合計 　 　 311,592 5.3 　 260,701 4.6 　 △50,891

　３　投資その他の資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 投資有価証券 　 　 509,189 　 　 546,003 　 　 36,813

　　(2) 関係会社株式 　 　 94,000 　 　 115,000 　 　 20,999

　　(3) 出資金 　 　 114,887 　 　 131,208 　 　 16,321

　　(4) 従業員長期貸付金 　 　 1,332 　 　 920 　 　 △412

　　(5) 長期貸付金 　 　 15,333 　 　 11,333 　 　 △3,999

　　(6) 関係会社長期貸付金 　 　 10,399 　 　 ― 　 　 △10,399

　　(7) 破産更生債権等 　 　 407,080 　 　 412,116 　 　 5,035

　　(8) 長期前払費用 　 　 18,108 　 　 3,467 　 　 △14,641

　　(9) 繰延税金資産 　 　 ― 　 　 20,605 　 　 20,605

　 (10) 差入保証金 　 　 50,071 　 　 53,244 　 　 3,173

　 (11) その他 　 　 42,462 　 　 35,291 　 　 △7,170

 　(12) 貸倒引当金 　 　 △411,784 　 　 △ 414,116 　 　 △2,332

　　　投資その他の資産合計 　 　 851,080 14.6 　 915,073 16.3 　 63,992

　　固定資産合計 　 　 3,684,899 63.1 　 3,510,553 62.3 　 △174,346

　　資産合計 　 　 5,835,501 100.0 　 5,634,267 100.0 　 △201,233
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前事業年度

(平成17年７月31日現在)

当事業年度

(平成18年７月31日現在)
比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

(負債の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　支払手形 ※４ 　 542,219 　 　 372,094 　 　 △170,125

　２　買掛金 　 　 452,980 　 　 513,909 　 　 60,929

　３　短期借入金 ※１ 　 1,900,000 　 　 1,050,000 　 　 △850,000

　４　一年内返済予定

　　　長期借入金
※１ 　 295,529 　 　 403,079 　 　 107,550

　５　未払金 　 　 128,164 　 　 115,831 　 　 △12,333

　６　未払費用 　 　 55,522 　 　 41,959 　 　 △13,562

　７　未払法人税等 　 　 10,113 　 　 6,459 　 　 △3,653

　８　未払消費税等 　 　 51,148 　 　 943 　 　 △50,204

　９　預り金 　 　 4,672 　 　 10,339 　 　 5,666

　10　賞与引当金 　 　 5,303 　 　 16,632 　 　 11,328

　11　設備支払手形 　 　 4,425 　 　 13,078 　 　 8,653

　12　設備未払金 ※１ 　 65,791 　 　 68,182 　 　 2,391

　13　その他 　 　 13,537 　 　 10,404 　 　 △3,133

　　流動負債合計 　 　 3,529,408 60.5 　 2,622,915 46.6 　 △906,492

Ⅱ　固定負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　長期借入金 ※１ 　 421,027 　 　 931,050 　 　 510,023

　２　長期設備未払金 ※１ 　 779,600 　 　 717,232 　 　 △62,368

　３　繰延税金負債 　 　 54,169 　 　 ― 　 　 △54,169

　　固定負債合計 　 　 1,254,796 21.5 　 1,648,282 29.2 　 393,485

　　負債合計 　 　 4,784,204 82.0 　 4,271,197 75.8 　 △513,007

(資本の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　資本金 ※２ 　 394,224 6.7 　 ― ― 　 △394,224

Ⅱ　資本剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本準備金 　 　 423,457 　 　 ― 　 　 △423,457

　　資本剰余金合計 　 　 423,457 7.3 　 ― ― 　 △423,457

Ⅲ　利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　利益準備金 　 　 27,000 　 　 ― 　 　 △27,000

　２　任意積立金 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1)特別償却準備金 　 8,686 　 　 ― 　 　 △8,686 　

　　(2)別途積立金 　 40,000 48,686 　 ― ― 　 △40,000 △48,686

　３　当期未処分利益 　 　 78,249 　 　 ― 　 　 △78,249

　　利益剰余金合計 　 　 153,935 2.6 　 ― ― 　 △153,935

Ⅳ　その他有価証券評価差額金 　 　 79,913 1.4 　 ― ― 　 △79,913

Ⅴ　自己株式 ※３ 　 △235 △0.0 　 ― ― 　 235

　　資本合計 　 　 1,051,296 18.0 　 ― ― 　 △1,051,296

　　負債・資本合計 　 　 5,835,501 100.0 　 ― ― 　 △5,835,501
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前事業年度

(平成17年７月31日現在)

当事業年度

(平成18年７月31日現在)
比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本金 　 　 ― ― 　 394,224 7.0 　 394,224

　２　資本剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 資本準備金 　 ― 　 　 423,457 　 　 423,457 　

　　　　資本剰余金合計 　 　 ― ― 　 423,457 7.5 　 423,457

　３　利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 利益準備金 　 ― 　 　 27,000 　 　 27,000 　

　　(2) その他利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　特別償却準備金 　 ― 　 　 2,716 　 　 2,716 　

　　　　別途積立金 　 ― 　 　 40,000 　 　 40,000 　

　　　　繰越利益剰余金 　 ― 　 　 386,359 　 　 386,359 　

　　　　利益剰余金合計 　 　 ― ― 　 456,076 8.1 　 456,076

　４　自己株式 　 　 ― ― 　 △751 △0.0 　 △751

　　　株主資本合計 　 　 ― ― 　 1,273,006 22.6 　 1,273,006

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　その他有価証券評価

　　　差額金
　 　 ― ― 　 90,063 1.6 　 90,063

　　　評価・換算差額等合計 　 　 ― ― 　 90,063 1.6 　 90,063

　　　純資産合計 　 　 ― ― 　 1,363,069 24.2 　 1,363,069

　　　負債純資産合計 　 　 ― ― 　 5,634,267 100.0 　 5,634,267
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② 損益計算書

　

　 　

前事業年度

(自　平成16年８月１日

　至　平成17年７月31日)

当事業年度

(自　平成17年８月１日

　至　平成18年７月31日)

比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

Ⅰ　売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　印刷売上高 　 7,001,105 　 　 7,404,349 　 　 403,244 　

　２　折込売上高 　 1,216,779 　 　 1,373,676 　 　 156,896 　

　３　その他売上高 　 109,811 8,327,696 100.0 98,362 8,876,388 100.0 △11,449 548,691

Ⅱ　売上原価 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　印刷売上原価 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 製品期首たな卸高 　 ― 　 　 ― 　 　 　 　

　　(2) 当期製品製造原価 　 4,469,711 　 　 4,767,124 　 　 297,413 　

合計 　 4,469,711 　 　 4,767,124 　 　 297,413 　

　　(3) 他勘定への振替高 ※１ 85,896 　 　 166,004 　 　 80,107 　

　　(4) 製品期末たな卸高 　 ― 　 　 7,724 　 　 7,724 　

　　　印刷売上原価 　 4,383,815 　 　 4,593,396 　 　 209,581 　

　２　折込売上原価 　 1,196,815 　 　 1,352,741 　 　 155,925 　

　３　その他売上原価 　 17,807 5,598,438 67.2 20,991 5,967,129 67.2 3,184 368,691

　　　売上総利益 　 　 2,729,258 32.8 　 2,909,259 32.8 　 180,000

Ⅲ　販売費及び一般管理費 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　運賃 　 275,997 　 　 296,218 　 　 20,220 　

　２　広告宣伝費 　 139,454 　 　 181,173 　 　 41,719 　

　３　給料及び手当 　 834,506 　 　 885,294 　 　 50,788 　

　４　従業員賞与 　 33,060 　 　 61,010 　 　 27,949 　

　５　賞与引当金繰入額 　 4,479 　 　 9,478 　 　 4,999 　

　６　業務委託費 　 264,816 　 　 315,059 　 　 50,242 　

　７　減価償却費 　 199,113 　 　 188,763 　 　 △10,350 　

　８　賃借料 　 11,665 　 　 11,885 　 　 219 　

　９　消耗品費 　 43,566 　 　 44,462 　 　 895 　

　10　その他 　 533,600 2,340,260 28.1 513,860 2,507,205 28.3 △19,739 166,945

　　　営業利益 　 　 388,998 4.7 　 402,053 4.5 　 13,055

Ⅳ　営業外収益 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　受取利息 　 3,613 　 　 2,717 　 　 △895 　

　２　有価証券利息 　 500 　 　 591 　 　 91 　

　３　受取配当金 　 6,550 　 　 7,490 　 　 939 　

　４　受取手数料 　 2,532 　 　 5,213 　 　 2,680 　

　５　受取賃貸料 　 8,947 　 　 9,079 　 　 132 　

　６　その他 　 2,884 25,029 0.3 6,451 31,545 0.4 3,566 6,515

Ⅴ　営業外費用 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　支払利息 　 192,397 　 　 131,501 　 　 △60,896 　

　２　貸倒引当金繰入額 　 4,409 　 　 ― 　 　 △4,409 　

　３　その他 　 71 196,879 2.4 6,916 138,417 1.6 6,844 △58,461

　　　経常利益 　 　 217,148 2.6 　 295,180 3.3 　 78,032
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前事業年度

(自　平成16年８月１日

　至　平成17年７月31日)

当事業年度

(自　平成17年８月１日

　至　平成18年７月31日)

比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

Ⅵ　特別利益 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　固定資産売却益 ※２ 12,680 　 　 7,186 　 　 △5,493 　

　２　投資有価証券売却益 ※３ 21,843 　 　 10,000 　 　 △11,843 　

　３　前期損益修正益 ※４ 90 　 　 ― 　 　 △90 　

　４　貸倒引当金戻入額 　 5,309 39,923 0.5 32,449 49,636 0.6 27,140 9,713

Ⅶ　特別損失 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　固定資産売却損 ※５ 35 　 　 8,518 　 　 8,482 　

　２　固定資産除却損 ※６ 5,653 　 　 10,784 　 　 5,130 　

　３　減損損失 ※８ ― 　 　 72,140 　 　 72,140 　

　４　投資有価証券評価損 　 148,199 　 　 21,546 　 　 △126,653 　

　５　貸倒引当金繰入額 　 19,083 　 　 ― 　 　 △19,083 　

　６　解約補償損 　 5,178 　 　 ― 　 　 △5,178 　

　７　子会社整理損 　 ― 　 　 10,556 　 　 10,556 　

　８　前期損益修正損 ※７ 1,813 179,964 2.2 ― 123,545 1.4 △1,813 △56,418

　　　税引前当期純利益 　 　 77,107 0.9 　 221,271 2.5 　 144,163

　　　法人税、住民税

　　　及び事業税
　 2,849 　 　 2,872 　 　 22 　

　　　法人税等調整額 　 ― 2,849 0.0 △105,848 △102,975 △1.2 △105,848 △105,825

　　　当期純利益 　 　 74,257 0.9 　 324,246 3.7 　 249,988

　　　前期繰越利益 　 　 3,991 　 　 　 　 　 △3,991

　　　当期未処分利益 　 　 78,249 　 　 　 　 　 △78,249

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　

― 47 ―



製造原価明細書

　

　 　
前事業年度

(自　平成16年８月１日
　至　平成17年７月31日)

当事業年度
(自　平成17年８月１日
　至　平成18年７月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ　材料費 　 2,181,077 48.9 2,217,196 46.5

Ⅱ　労務費 　 288,356 6.5 292,706 6.1

Ⅲ　外注加工費 　 1,348,498 30.3 1,686,305 35.4

Ⅳ　経費 ※２ 637,834 14.3 571,537 12.0

当期総製造費用 　 4,455,766 100.0 4,767,745 100.0

期首仕掛品たな卸高 　 17,095 　 3,150 　

合計 　 4,472,862 　 4,770,896 　

期末仕掛品たな卸高 　 3,150 　 3,771 　

当期製品製造原価 　 4,469,711 　 4,767,124 　

　 　 　 　 　 　

　

（注）

前事業年度
(自　平成16年８月１日
　至　平成17年７月31日)

当事業年度
(自　平成17年８月１日
　至　平成18年７月31日)

　１　原価計算の方法 　１　原価計算の方法

　原価計算の方法は、製品別個別原価計算制度を

採用しております。

同左

※２　経費の主な内訳は以下のとおりであります。

減価償却費 161,924千円

賃借料 161,788千円

水道光熱費 127,103千円

消耗品費 94,309千円

※２　経費の主な内訳は以下のとおりであります。

減価償却費 124,453千円
賃借料 124,670千円
水道光熱費 127,874千円
消耗品費 92,539千円

　

折込売上原価明細書
　

　 　
前事業年度

(自　平成16年８月１日
　至　平成17年７月31日)

当事業年度
(自　平成17年８月１日
　至　平成18年７月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ　経費 　 　 　 　 　

１　支払手数料 　 1,196,815 　 1,352,741 　

折込売上原価 　 1,196,815 100.0 1,352,741 100.0
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その他売上原価明細書

　

　 　
前事業年度

(自　平成16年８月１日
　至　平成17年７月31日)

当事業年度
(自　平成17年８月１日
　至　平成18年７月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ　製造原価 　 　 　 　 　

１　材料費 　 2,849 18.6 4,602 26.9

２　労務費 　 ― ― ― 　

３　外注加工費 　 12,509 81.4 12,536 73.1

４　経費 　 ― ― ― 　

当期総製造費用 　 15,359 100.0 17,139 100.0

期首仕掛品たな卸高 　 89 　 111 　

合計 　 15,448 　 17,251 　

期末仕掛品たな卸高 　 111 　 19 　

当期製品製造原価 　 15,336 　 17,231 　

期首製品たな卸高 　 ― 　 ― 　

合計 　 15,336 　 17,231 　

期末製品たな卸高 　 ― 　 5 　

製造原価 　 15,336 　 17,226 　

Ⅱ　商品売上原価 　 　 　 　 　

期首商品たな卸高 　 9,422 　 7,859 　

当期商品仕入高 　 906 　 412 　

合計 　 10,329 　 8,271 　

期末商品たな卸高 　 7,859 　 4,505 　

商品売上原価 　 2,470 　 3,765 　

その他売上原価 　 17,807 　 20,991 　

　

　

　

― 49 ―



③ 利益処分計算書

　

　 　
前事業年度

株主総会承認日
(平成17年10月27日)

区分
注記
番号

金額(千円)

Ⅰ　当期未処分利益 　 　 78,249

Ⅱ　任意積立金取崩額 　 　 　

　１　特別償却準備金取崩額 　 2,984 2,984

　　　　合計 　 　 81,234

Ⅲ　利益処分額 　 　 　

　１　配当金 　 22,106 22,106

Ⅳ　次期繰越利益 　 　 59,127

　 　 　 　

　

― 50 ―



④ 株主資本等変動計算書

当事業年度(自　平成17年８月１日　至　平成18年７月31日)

(単位 千円)

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金 利益準備金

その他利益剰余金

特別償却

準備金
別途積立金

繰越利益

剰余金

平成17年７月31日残高 394,224 423,457 27,000 8,686 40,000 78,249 △235 971,382

事業年度中の変動額 　 　 　 　 　 　 　 　

　特別償却準備金の取崩し 　 　 　 △5,969 　 5,969 　 0

　当期純利益 　 　 　 　 　 324,246 　 324,246

　剰余金の配当 　 　 　 　 　 △22,106 　 △22,106

　自己株式の取得 　 　 　 　 　 　 △516 △516

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額(純額)

　 　 　 　 　 　 　 　

事業年度中の変動額合計 　 　 　 △5,969 　 308,109 △516 301,624

平成18年７月31日残高 394,224 423,457 27,000 2,716 40,000 386,359 △751 1,273,006

　

　

評価・換算差額等

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

平成17年７月31日残高 79,913 79,913 1,051,296

事業年度中の変動額 　 　 　

　特別償却準備金の取崩し 　 　 0

　当期純利益 　 　 324,246

　剰余金の配当 　 　 △22,106

　自己株式の取得 　 　 △516

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額(純額)

10,149 10,149 10,149

事業年度中の変動額合計 10,149 10,149 311,773

平成18年７月31日残高 90,063 90,063 1,363,069
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重要な会計方針

　

項目
前事業年度

(自　平成16年８月１日
至　平成17年７月31日)

当事業年度
(自　平成17年８月１日
至　平成18年７月31日)

１　有価証券の評価基準及び
評価方法

子会社及び関連会社株式
　　移動平均法による原価法

子会社株式及び関連会社株式
同左

　 その他有価証券
時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時
価法(評価差額は全部資本直入法
により処理し、売却原価は移動
平均法により算定)

時価のないもの
　　移動平均法による原価法

その他有価証券
時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時
価法(評価差額は全部純資産直入
法により処理し、売却原価は移
動平均法により算定)

時価のないもの
同左

２　たな卸資産の評価基準及
び評価方法

商品
　　売価還元法による原価法

商品
同左

　 製品
　　　　　　―――――
原材料
　　総平均法による原価法

製品
　　個別法による原価法
原材料

同左
　 仕掛品

　　個別法による原価法
仕掛品

同左

　 貯蔵品
　　総平均法による原価法

貯蔵品
同左

３　固定資産の減価償却の方
法

(1) 有形固定資産
　　定率法
　　ただし、平成10年４月１日以降に

取得した建物(建物附属設備を除く)
については定額法によっておりま
す。

　　なお、取得価額10万円以上20万円
未満の資産については、３年間で均
等償却する方法を採用しておりま
す。

　　また、主な耐用年数は以下のとお
りであります。
建物 15年～31年
機械及び装置 ７年～10年

(1) 有形固定資産
同左

　 (2) 無形固定資産
定額法

　なお、自社利用のソフトウェアに
ついては、社内における利用可能期
間(５年)に基づく定額法、市場販売
目的のソフトウェアについては、見
込販売数量に基づく償却額と見込有
効期間(３年)に基づく均等配分額を
比較し、いずれか大きい額を償却す
る方法によっております。

(2) 無形固定資産
同左

　

　 (3) 長期前払費用
　　定額法

(3) 長期前払費用
同左

４　引当金の計上基準 (1) 貸倒引当金
　　債権の貸倒れによる損失に備える

ため、一般債権については貸倒実績
率により、貸倒懸念債権等特定の債
権については個別に回収可能性を勘
案し、回収不能見込額を計上してお
ります。

(1) 貸倒引当金
同左

　 (2) 賞与引当金
　　従業員に対して支給する賞与の支

出に備えるため、支給見込額のうち
当期の負担額を計上しております。

(2) 賞与引当金
同左
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項目
前事業年度

(自　平成16年８月１日
至　平成17年７月31日)

当事業年度
(自　平成17年８月１日
至　平成18年７月31日)

５　リース取引の処理方法 　リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナ

ンス・リース取引については、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会

計処理によっております。

同左

６　ヘッジ会計の方法 ① ヘッジ会計の方法

　　ヘッジ会計の要件を満たす金利ス

ワップ取引について、特例処理を採

用しております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

　・ヘッジ手段

　　金利スワップ取引

　・ヘッジ対象

　　借入金利

③ ヘッジ方針

　　当社の金利スワップ取引は、借入

金利の変動によるリスク回避を目的

としており、投機的な取引は行わな

い方針であります。

① ヘッジ会計の方法

同左

　

　

② ヘッジ手段とヘッジ対象

同左

　

　

　

③ ヘッジ方針

同左

７　その他財務諸表作成のた

めの重要な事項

(1) 特定退職金共済制度

　　従業員の退職金の支給に備えて当

該制度に加入しており、自己都合退

職による期末要支給額の100％相当額

を掛金として支出しております。

　　なお、同制度の当事業年度末にお

ける給付金額は36,367千円でありま

す。

(1) 特定退職金共済制度

    従業員の退職金の支給に備えて当

該制度に加入しており、自己都合退

職による期末要支給額の100％相当額

を掛金として支出しております。

    なお、同制度の当事業年度末にお

ける給付金額は38,064千円でありま

す。

　 (2) 消費税等の会計処理

　　税抜方式によっております。

(2) 消費税等の会計処理

同左
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会計処理の変更

　
前事業年度

(自　平成16年８月１日
至　平成17年７月31日)

当事業年度
(自　平成17年８月１日
至　平成18年７月31日)

――――――― （固定資産の減損に係る会計基準）

　当事業年度から、「固定資産の減損に係る会計基準」

（「固定資産の減損に係る会計基準の設定に関する意見

書」（企業会計審議会平成14年８月９日））及び「固定

資産の減損に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準

委員会　平成15年10月31日　企業会計基準適用指針第６

号）を適用しております。

　この結果、特別損失として減損損失を72,140千円計上

し、従来の方法によった場合と比較して税引前当期純利

益が同額減少しております。

　なお、減損損失累計額については、改正後の財務諸表

等規則に基づき、当該各資産の金額から直接控除してお

ります。

――――――― （貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等）

　当事業年度から「貸借対照表の純資産の部の表示に関

する会計基準」（企業会計基準委員会　平成17年12月９

日　企業会計基準第５号）及び「貸借対照表の純資産の

部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基

準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準適用指針第

８号）を適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

　従来の「資本の部」の合計に相当する金額は1,363,069

千円であります。

　なお、財務諸表等規則の改正により、当事業年度にお

ける貸借対照表の「純資産の部」については、改正後の

財務諸表等規則により作成しております。
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注記事項

(貸借対照表関係)

　
前事業年度

(平成17年７月31日現在)
当事業年度

(平成18年７月31日現在)

※１　担保に供している資産及び対応する債務

　　(担保資産)

建物 773,141千円

構築物 3,318千円

土地 950,662千円

計 1,727,122千円

　　(対応債務)

短期借入金 447,625千円

一年内返済予定長期借入金 192,530千円

設備未払金 62,368千円

長期借入金 298,725千円

長期設備未払金 779,600千円

計 1,780,848千円

※１　担保に供している資産及び対応する債務

　　(担保資産)

建物 733,587千円

構築物 2,692千円

土地 950,662千円

計 1,686,942千円

　　(対応債務)

短期借入金 200,000千円

一年内返済予定長期借入金 193,970千円

設備未払金 62,368千円

長期借入金 508,880千円

長期設備未払金 717,232千円

計 1,682,450千円

※２　授権株式数及び発行済株式総数

授権株式数　　　　普通株式 8,000,000株

発行済株式総数　　普通株式 2,948,110株

※２　　　　　　　 ――――――

※３　自己株式

　　　　当社が保有する自己株式の数は、普通株式550株

であります。

※３　　　　　　　 ――――――

※４　期末日満期手形

期末日満期手形の会計処理については、手形交換日

をもって決済処理しております。なお、当期末日が

金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形

が期末残高に含まれております。

受取手形 15,402千円

支払手形 167,641千円

※４　　　　　　　 ――――――

　５　当座貸越契約及びコミットメントライン契約

運転資金及び設備取得資金の効率的な調達を行

うため、当座貸越契約及びコミットメントライン

契約を締結しております。

当事業年度末における当座貸越契約及びコミッ

トメントライン契約に係る借入未実行残高等は次

のとおりです。

当座貸越契約及びコミットメント

ライン契約の総額
3,369,000千円

借入実行残高 2,269,000千円

差引額 1,100,000千円

　５　当座貸越契約及びコミットメントライン契約

運転資金及び設備取得資金の効率的な調達を行

うため、当座貸越契約及びコミットメントライン

契約を締結しております。

当事業年度末における当座貸越契約及びコミッ

トメントライン契約に係る借入未実行残高等は次

のとおりです。

当座貸越契約及びコミットメント

ライン契約の総額
2,100,000千円

借入実行残高 1,050,000千円

差引額 1,050,000千円

　６　配当制限

有価証券の時価評価により、純資産額が79,913

千円増加しております。

なお、当該金額は商法施行規則第124条第３号の

規定により、配当に充当することが制限されてお

ります。

　６　　　　　　　 ――――――
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(損益計算書関係)

　
前事業年度

(自　平成16年８月１日
至　平成17年７月31日)

当事業年度
(自　平成17年８月１日
至　平成18年７月31日)

※１　「他勘定への振替高」は、自家製品を広告宣伝費

その他に振替えた額であります。

※１　「他勘定への振替高」は、自家製品を広告宣伝費

その他に振替えた額であります。

　 　

※２　固定資産売却益の内訳は以下のとおりであります。

機械及び装置 12,596千円

工具器具及び備品 84千円

計 12,680千円

※２　固定資産売却益の内訳は以下のとおりであります。

ソフトウエア 7,186千円

※３　　　　　　　　――――― ※３　関係会社との取引に係るものが次のとおり含まれ

ております。

投資有価証券売却益 10,000千円

※４　前期損益修正益の内訳

前期以前の売上計上もれに伴う追加
計上額

90千円

　

※４　　　　　　　　―――――

※５　固定資産売却損の内訳は以下のとおりであります。

車両運搬具 35千円

※５　固定資産売却損の内訳は以下のとおりであります。

機械及び装置 8,496千円

車両運搬具 21千円

計 8,518千円

※６　固定資産除却損の内訳は以下のとおりであります。

ソフトウエア 5,028千円

車両運搬具 605千円

工具器具及び備品 19千円

計 5,653千円

※６　固定資産除却損の内訳は以下のとおりであります。

工具器具及び備品 3,762千円

ソフトウェア仮勘定 2,553千円

建物 2,687千円

車両運搬具 1,499千円

機械及び装置 280千円

計 10,784千円

※７　前期損益修正損の内訳

前期以前の売上計上過剰に伴う

修正額
1,813千円

※７　　　　　　　 ―――――
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前事業年度
(自　平成16年８月１日
至　平成17年７月31日)

当事業年度
(自　平成17年８月１日
至　平成18年７月31日)

※８　　　　　　　　―――――

　

※８　減損損失

当社は、以下の資産グループについて減損損失を計上
しました。
　

場所 用途 種類 減損損失

遊休不動産
（札幌市東区）

遊休資産
建物及び土
地

16,252千円

遊休不動産
（札幌市白石区）

遊休資産
建物及び土
地

54,036千円

遊休不動産
（北海道爾志郡
乙部町）

遊休資産 土地 1,851千円

　当社は資産を、継続的に収支の把握を行っている管理
会計上の区分を基礎とし、商業印刷事業、年賀状印刷事
業、プリントハウス事業及び遊休資産にグルーピングし
ております。遊休資産については、時価が帳簿価額に対
して著しく下落しているため、当事業年度において、帳
簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損
失（72,140千円）として特別損失に計上しております。
　なお、遊休資産の回収可能価額は正味売却価額により
測定しており、不動産鑑定士による評価額を基礎として
おります。

　

(株主資本等変動計算書関係)

当事業年度（自　平成17年８月１日　至　平成18年７月31日）

　

1　自己株式に関する事項

　

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 550 950 ― 1,500

（変動事由の概要）

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。

単元未満株式の買取による増加　　　　　　950株

― 57 ―



(2)　リース取引関係

　
前事業年度

(自　平成16年８月１日
至　平成17年７月31日)

当事業年度
(自　平成17年８月１日
至　平成18年７月31日)

１　リース物件の所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引

　

１　リース物件の所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引

　

　(1) リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額及び期末残高相当額

　(1) リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額、減損損失累計額相当額及び期末残高相当額

　
取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

期末残高
相当額
(千円)

機械及び
装置

1,157,597 502,730 654,867

　

　
取得価額
相当額
(千円)

減価償却
累計額
相当額
(千円)

減損損失
累計額
相当額
(千円)

期末残高
相当額
(千円)

機械及び
装置

1,157,597 655,524 － 502,073

　

　(2) 未経過リース料期末残高相当額

１年内 152,498千円

１年超 534,127千円

合計 686,626千円

　(2) 未経過リース料期末残高相当額及びリース資産減

損勘定期末残高

未経過リース料期末残高相当額

１年内 157,137千円

１年超 376,990千円

合計 534,127千円

リース資産減損勘定期末残高　　　　　―　千円
　

　(3) 支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相

当額

支払リース料 172,437千円

減価償却費相当額 154,096千円

支払利息相当額 23,018千円

　(3) 支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減

価償却費相当額、支払利息相当額及び減損損失

支払リース料 171,012千円

リース資産減損勘定の取崩額 －千円

減価償却費相当額 152,794千円

支払利息相当額 18,513千円

減損損失 －千円

　

　(4) 減価償却費相当額の算定方法

　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法によっております。

　

　(4) 減価償却費相当額の算定方法

同左

　(5) 利息相当額の算定方法

　　　リース料総額とリース物件の取得価額相当額との

差額を利息相当額とし、各期への配分方法について

は、利息法によっております。

　(5) 利息相当額の算定方法

同左
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(3)　有価証券関係

前事業年度(平成17年７月31日現在)

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるもの

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものは、ありません。

　

当事業年度(平成18年７月31日現在)

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるもの

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものは、ありません。
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(4)　税効果会計関係

　

前事業年度
(平成17年７月31日現在)

当事業年度
(平成18年７月31日現在)

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

　　(流動)

繰延税金資産 　

未払事業所税否認額 1,542千円

未払事業税否認額 3,182千円

原材料評価損否認額 2,472千円

未払金否認額 6,447千円

賞与引当金繰入限度超過額 2,143千円

貸倒引当金繰入限度超過額 10,455千円

通信費過大計上否認額 180千円

法定福利費否認額 993千円

繰延税金資産小計 27,416千円

　評価性引当額 △27,416千円

繰延税金資産合計 ― 千円

　 　
　

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

　　(流動)

繰延税金資産 　

未払事業所税否認額 1,294千円

未払事業税否認額 1,764千円

貯蔵品除却損否認額 1,328千円

賞与引当金繰入限度超過額 6,719千円

貸倒引当金繰入限度超過額 478千円

法定福利費否認額 839千円

繰越欠損金 19,758千円

繰延税金資産合計 32,183千円
　

　　(固定)

繰延税金資産 　

貸倒損失否認額 955千円

　貸倒引当金繰入限度超過額 75,998千円

　減価償却超過額 1,375千円

　投資有価証券評価損否認額 62,482千円

繰越欠損金 201,870千円

繰延税金資産小計 342,682千円

評価性引当額 △338,818千円

繰延税金資産合計 3,864千円

繰延税金負債 　

　特別償却準備金 △3,864千円

　その他有価証券評価差額金 △54,169千円

繰延税金負債合計 △58,034千円

繰延税金負債の純額 △54,169千円
　
　

　　(固定)

繰延税金資産 　

貸倒損失否認額 955千円

　貸倒引当金繰入限度超過額 76,259千円

　減価償却超過額 1,197千円

　投資有価証券評価損否認額 70,944千円

　遊休資産減損損失否認 29,054千円

繰越欠損金 59,736千円

繰延税金資産小計 238,147千円

評価性引当額 △162,641千円

繰延税金資産合計 75,506千円

繰延税金負債 　

　特別償却準備金 △1,841千円

　その他有価証券評価差額金 △53,059千円

繰延税金負債合計 △54,901千円

繰延税金資産の純額 20,605千円
　
　

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の主要な項目別の内訳

法定実効税率 40.4%

(調整)

交際費等永久に損金に

算入されない項目
16.0%

評価性引当金の増加 63.2%

税法上の繰越欠損金の利用 △119.1%

住民税均等割等 3.7%

その他 △0.5%

税効果会計適用後の

法人税等の負担率
3.7%

　
　

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の主要な項目別の内訳

法定実効税率 40.4%

(調整)

交際費等永久に損金に

算入されない項目
3.4%

評価性引当金の増加 △36.7%

税法上の繰越欠損金の利用 △55.3%

住民税均等割等 1.3%

その他 0.4%

税効果会計適用後の

法人税等の負担率
△46.5%
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(5)　1株当たり情報

　

前事業年度
(自　平成16年８月１日
　至　平成17年７月31日)

当事業年度
(自　平成17年８月１日
　至　平成18年７月31日)

　
１株当たり純資産額 356円67銭

　
１株当たり純資産額 462円59銭

　
１株当たり当期純利益 26円88銭

　
１株当たり当期純利益 110円03銭

　

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

26円76銭

　

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

108円27銭

　 　
　 　

　

（注）１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであ

ります。

　

項目
前事業年度

(自　平成16年８月１日
　至　平成17年７月31日)

当事業年度
(自　平成17年８月１日
　至　平成18年７月31日)

損益計算書上の当期純利益（千円） 74,257 324,246

普通株式に係る当期純利益（千円） 74,257 324,246

普通株式に帰属しない金額

　 の主要な内訳(千円)
― ―

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 2,762,628 2,946,993

潜在株式調整後1株当たり当期純利益

   の算定に用いられた当期純利益調整額

   の主要な内訳(千円)

― ―

当期純利益調整額(千円) ― ―

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

   の算定に用いられた普通株式増加数

   の主要な内訳(株)

   新株予約権

11,966 47,800

普通株式増加数(株) 11,966 47,800

希薄化効果を有しないため、

   潜在株式調整後１株当たりの当期純利益

   の算定に含まれなかった潜在株式の概要

― ―

　

(6)　重要な後発事象

該当事項はありません。
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7. 役員の異動（平成18年10月26日付）

（1）　代表取締役の異動

代表取締役社長 片　岡　廣　幸 （現　取締役社長兼営業本部長）

兼営業本部長 　 　

　

（2）　新任取締役候補

取締役事業開発部長 髙　谷　真　琴 （現　執行役員事業開発部長）

　

（3）　新任監査役候補（社外監査役候補）

非常勤監査役 長　谷　　　勲 （現　北海道大日精化工業㈱オフセット

　 　 　 インキ部門担当執行役員）

非常勤監査役 西　岡　　　誠 （現　㈱小森コーポレーション本社営業

　 　 　本部本部長兼オフ輪営業部部長）

　

（4）　退任予定取締役

　 加　藤　則　夫 （現　取締役厚木工場長）

　

（5）　退任予定監査役（社外監査役）

　 山　本　圭　介 （現　非常勤監査役）

　 榊　原　　　孝 （現　非常勤監査役）

　

（6）　その他役員の異動

取締役生産本部長 木　嶋　亮　二 （現　取締役生産本部長）

兼厚木工場長 　 　

取締役本州統括 菊　池　健　司 （現　取締役東京支社長兼

兼東京支社長 　 　 営業企画部長）
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